
修学基礎 Ａ ❷ 修学基礎 Ｂ ❷

健康･体力づくり ❶ 生涯スポーツ演習 ❶

人間と自然セミナー Ⅰ

プロジェクトデザイン入門（実験） ❷ プロジェクトデザイン Ⅰ ❷ プロジェクトデザイン Ⅱ ❷ プロジェクトデザイン実践（実験） ❷

工学大意（環境土木） ❷ 環境土木工学設計 Ⅰ ❷ アカデミックライティング ❶ 環境土木工学設計 Ⅱ ❷ 土木施工学 ❷ 環境土木設計演習 ❷

土木数理 ❷ 測量学 Ⅱ ❷ 構造力学 Ⅰ ❷ 構造力学 Ⅱ ❷ 測量実習・演習 Ⅱ ❷ 環境土木専門実験･演習 Ｂ ❸

測量学 Ⅰ ❷ 環境材料学 ❷ 鉄筋コンクリート工学 ❷

土質力学 Ⅰ ❷

水の流れ Ⅰ ❷

測量実習･演習 Ⅰ ❷

土質力学 Ⅱ ❷

水の流れ Ⅱ ❷

環境土木専門実験･演習 Ａ ❸

人間と自然セミナー Ⅱ 人間と自然セミナー Ⅲ

国際関係論 ②

危機管理論 ②

ドイツ語 Ⅰ ②

中国語 Ⅰ ②

韓国語 Ⅰ ②

ドイツ語 Ⅱ ②

イングリッシュトピックス Ⅰ ② イングリッシュトピックス Ⅱ ② イングリッシュトピックス Ⅲ ② イングリッシュトピックス Ⅳ ②

イングリッシュトピックス Ⅲ ② イングリッシュトピックス Ⅳ ② イングリッシュトピックス Ⅴ ②

イングリッシュトピックス Ⅴ ② ビジネスコミュニケーション Ⅰ ② ビジネスコミュニケーション Ⅱ ②

アカデミックリーディング Ⅰ ② アカデミックリーディング Ⅱ ②

ライティング-プレゼンテーション Ⅰ ② ライティング-プレゼンテーション Ⅱ ②

イングリッシュセミナー Ⅰ ② イングリッシュセミナー Ⅱ ②

インテンシブイングリッシュ ②実用英語演習 Ⅰ ②

実用英語演習 Ⅱ ②

ビジネスコミュニケーション Ⅰ ②

アカデミックリーディング Ⅰ ②

中国語 Ⅱ ②

韓国語 Ⅱ ②

　 ❶ 　 ① 　 ①

コンピュータ操作の基礎 ②

構造解析学 ②

地盤解析学 ②

空間情報工学 ②

環境工学 Ⅰ ②

防災工学 Ⅰ ②

地域政策学 Ⅰ ② 都市・まちづくり ②

都市デザイン ②

空間情報工学演習 ② 地域環境防災フィールド学 ②

土木設計学 ②

環境工学 Ⅱ ②

防災工学 Ⅱ ②

地域政策学 Ⅱ ②

進路セミナー Ⅱ ①進路セミナー Ⅰ ①

指定放送大学科目　「指定放送大学科目」は、在学中に1科目以上を「履修」し、単位認定試験を「受験」することが卒業要件

生涯学習特別講義

技術者と社会 ❷

日本学（日本と日本人） Ａ ❶

日本学（日本と日本人） Ｂ ❶

科学技術者倫理 ❷ 技術マネジメント ❷日本文学の世界 ②

経済と社会 ②

東アジア諸国の社会と文化 ②

韓国の文化と社会 ②

技術者のためのコミュニケーション ②

人間と哲学 ②

こころとはたらき ②

アメリカの文化と風土 ②

芸術へのアプローチ ②

法と社会 ②

ドイツ語圏と日本 ②

イギリス文化圏の人々と風土 ②

科学技術と社会 ②

日本国憲法 ②

専門ゼミ ❶ プロジェクトデザイン Ⅲ ❽

線形代数 Ⅰ ❷ 線形代数 Ⅱ ❷

工学のための数理工（関数・微分） ❹ 工学のための数理工（積分・微分方程式） ❹

機械数学 ② 電気数学 ②

アドバンスト数理 Ａ ② アドバンスト数理 Ｂ ②

情報数学 ②

環境・建築系数理 ②

技術者のための統計 ②

基礎化学 ②

基礎物理 ②

基礎生物 ②

※1

環境土木工学科
Department of Civil and Environmental Engineering

※1 ： ■ゾーンの科目は履修クラスによって開講期が異なるので注意すること。
※2 ： 「課程共通」は、「人文社会科学・外国語」、「生涯学習」、「英語」、「数理基礎」、「基礎実技」、「専門科目」の科目群の中から、6単位を修得すること。
 ○付数字は単位数を表す。

課
程
区
分

科
目
区
分

科目群
１ 年 次

１期 前学期 ２期 後学期
2 年 次

3期 前学期 4期 後学期
3 年 次

5期 前学期 6期 後学期
4 年 次

7期 前学期 8期 後学期 必修 選択

卒業に必要な最低単位数

課程共通

6 ̶ ̶

̶2 ̶
合格が
卒業要件 ̶ ̶

̶̶

8̶

610

̶8

6 4 ※2

修学基礎修学基礎
科目

生涯スポーツ

人間と自然

生涯学習

人文社会科学
・外国語

人
間
形
成
基
礎
科
目

修
学
基
礎
教
育
課
程

英　語

数理基礎

基礎実技

専門科目

その他

専門プロジェクト科目

英
語
科
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英
語
教
育
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程
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理
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礎
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目

基
礎
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技
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目
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礎
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技
教
育
課
程

数
理
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礎
教
育
課
程

専
門
教
育
課
程

※2

59 ※2

9 ̶

̶ ̶

124合計

※1

必修科目 選択必修科目 選択科目

レベル Ａ

レベル D

レベル C

レベル B

■学習・教育目標
現代は、自然や文化と調和し、安全・安心・健康で持続性のある快適な環境づくりを求めている。環境土木工学科では、山岳・丘陵・平野・海に恵まれた北陸を主な調査フィー
ルドにしつつグローバルな国際開発も意識した地域の建築・道路・鉄道・エネルギー・水道・通信ネットワークなどのインフラの整備、自然や資源を守る地球環境の保全を対
象とし、幅広い計画・設計・施工・維持管理ができる専門的な基礎知識を身に付けた人材を育成する。環境技術・防災技術・地域政策を総合的な学びの領域とし、環境を創造
できる人材を育成する。さらに、機械系、電気系、情報系の知識を基礎としAIやIoTを土木技術に積極的に取り入れた次世代型の土木技術を応用できる人材を育成する。

修学のための学力診断（英語）の結果から、学生の
学習に適したレベル設定が行われます。
なおレベルDは、レベルCにおいて1科目以上の成績
評価SまたはAを修めた学生を対象としています。
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工学大意（環境土木） ❷

土木数理 ❷

測量学 Ⅰ ❷ 測量学 Ⅱ ❷ 測量実習･演習 Ⅰ ❷ 測量実習・演習 Ⅱ ❷

環境土木専門実験･演習 Ａ ❸ 環境土木専門実験･演習 Ｂ ❸

環境土木工学設計 Ⅰ ❷ アカデミックライティング ❶ 環境土木工学設計 Ⅱ ❷

構造力学 Ⅰ ❷ 構造力学 Ⅱ ❷

環境材料学 ❷ 鉄筋コンクリート工学 ❷

土質力学 Ⅰ ❷ 土質力学 Ⅱ ❷ 環境土木設計演習 ❷

水の流れ Ⅰ ❷ 水の流れ Ⅱ ❷

土木施工学 ❷

プロジェクトデザイン Ⅲ ❽

進路セミナー Ⅱ ①進路セミナー Ⅰ ①

専門ゼミ ❶

構造解析学 ②

地盤解析学 ②

土木設計学 ②

空間情報工学 ② 空間情報工学演習 ②

環境工学 Ⅰ ② 環境工学 Ⅱ ②

防災工学 Ⅰ ② 防災工学 Ⅱ ② 地域環境防災フィールド ②

地域政策学 Ⅰ ②

都市・まちづくり ②都市デザイン ②

地域政策学 Ⅱ ②

プロジェクトデザイン実践（実験） ❷プロジェクトデザイン Ⅱ ❷プロジェクトデザイン Ⅰ ❷プロジェクトデザイン入門（実験） ❷

　 ❶ 　 ① 　 ❶

1 土木設計・施工・維持管理
 快適で自然災害に強い社会インフラの計画・設計・施工・維持管理などに必要な工学領域を学ぶ。
2 地理空間情報
 高度情報化社会を構築するＧＰＳ・地理情報システム・電子地図などに必要な工学領域を学ぶ。
3 地域・環境計画
 地域の環境計画・景観計画・交通計画などまちづくり・国土開発の計画・設計に必要な工学領域を学ぶ。

■学ぶ領域環境土木工学科 ［専門教育課程］
Department of Civil and Environmental Engineering

１ 年 次
科目群の学習・教育目標 １期 前学期 ２期 後学期

2 年 次
3期 前学期 4期 後学期

3 年 次
5期 前学期 6期 後学期

4 年 次
7期 前学期 8期 後学期

必修科目 選択科目 他課程の科目

■キーワード 安全・安心な市民生活 国土・橋のデザイン 環境・文化の構築

環境土木工学技術者に向けての自己形成能力
講義、フィールド見学、社会人による講演などさまざまなアプローチにより、業種および職種が多岐にわ
たる建設業界を学び理解することができる。さらに環境土木工学の技術者になるための自己のキャリア
パスを描くことで自己形成能力を身につけることができる。

構造物の設計・施工・維持管理に関する基礎的能力
土木力学、構造力学、コンクリート工学など構造物の基礎を学び、構造物の設計・施工・維持管理に関す
る基礎的能力を身につけることができる。

自然環境の活用に関する基礎的能力
土の性質と水の流れの基礎を学び、自然環境の活用に関する基礎的能力を身につけることができる。

空間情報を計測・分析・評価する基礎的能力
情報通信工学を活用した空間情報工学・衛星測位など最新の計測手法を学び、環境情報を処理・解
析および評価することができる。

環境土木工学の統合化能力
環境土木工学の基礎知識を統合化した環境技術・防災技術・地域政策を学び、安全・安心で持続性のあ
る地域環境を構築し運営できる能力を身につけることができる。

プロジェクトデザイン能力
プロジェクトデザイン手法を学び、コミュニケーション能力およびプレゼンテーション能力を身につけ、
問題を発見しそれを解決するアイデアを提案する能力を身につけることができる。

キャリアデザイン能力
関連分野における実社会の動向を理解し、大学院進学も含めて将来の進路を幅広く展望した上で、自ら
の進むべき方向を決定することができる。

環
境
土
木
工
学
科 ﹇
専
門
教
育
課
程
﹈

36 37


